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はじめに

平成8年4月の「ウタリ対策懇談会報告書」で提言された４つの新しい施策のうち、伝統的生活空間

の再生について、平成17年７月、アイヌ文化振興等施策推進会議（国土交通省北海道局、文化庁、北

海道、財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構、社団法人北海道アイヌ協会、有識者で構成され、平

成１２年６月に設置、以下「施策推進会議」という。）は、その基本的な考え方として「アイヌの伝統

的生活空間の再生に関する基本構想」（以下「基本構想」という。）を取りまとめた。基本構想は、ア

イヌの人々による伝承活動の拠点となることが期待される地域において、アイヌの伝統的生活空間の

再生をイメージして、自然空間を再生・整備・維持していくことが必要であるとし、これにより自然

素材を確保することで、アイヌ文化の保存、継承、発展に寄与することを目指している。

財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構（以下「財団」という）では、基本構想に基づき、平成18

年度から先行的に白老地域の事業に着手した。

また、学識経験者と伝承活動実践者からなる「アイヌの伝統的生活空間の再生事業検討会議」（以下

「検討会議」という。）を設置し、「アイヌの伝統的生活空間の再生事業の中期的展開方針に関する報

告書」（以下「中期的展開方針」という。）を平成１９年７月に取りまとめ、この中期的展開方針に基

づき、平成２０年度から平取地域においても事業に着手した。

その後、平成１９年９月に、国際連合総会で「先住民族の権利に関する国際連合宣言」が採択され、

平成２０年６月には、衆参両院で「アイヌ民族を先住民族とすることを求める決議」が全会一致で採

択された。この決議を受け、政府はアイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会を開催し、平成２１年

７月に「アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会報告書」（以下「懇談会報告書」という。）が取り

まとめられた。

この懇談会報告書では「今後のアイヌ政策に関して、国が主体性を持って政策を立案し遂行するこ

とが求められ、その際、関係地方公共団体や民間団体等との連携・協働による政策の効果を全体とし

て高めて行くことが重要」とされている。

このように状況が変化する中、財団においては、検討会議を中心に、これまでの白老地域・平取地

域での事業の検証・評価を行うとともに、今後の事業展開方向についての検討を行ってきた。

これらの検討を基に、アイヌの伝統的生活空間の再生事業（以下「イオル再生事業」という）の継

続的な展開に係る地元関係機関等の要請や意向も踏まえ、今後の事業展開のあり方についてとりまと

めを行った。

本報告書は、上記内容について報告するものである。
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１ アイヌの伝統的生活空間の再生事業の先行実施の背景

本事業は、平成８年４月のウタリ対策のあり方に関する有識者懇談会の４つの新

しい施策の提言のうち、「アイヌの伝統的生活空間の再生」について、自然と共生し

てきたアイヌの人々がその文化の保存、継承、発展を図るためには、文化を育んで

きた自然を再生し、個別の文化伝承活動を実践していく上で必要な自然素材の確保

が具体的に可能となるような自然空間の再生と整備が必要であるとの問題意識の下、

平成18年度からは白老地域において、平成20年度からは平取地域において、アイヌ

の人々の意向をも踏まえ、先行的に事業を実施しているところである。

2 白老地域及び平取地域における先行実施の状況

白老地域及び平取地域におけるイオル再生事業は、基本構想に定める基本的な考

え方等を踏まえ（資料１参照）、かつ、「アイヌの伝統的生活空間の再生に関する実施

要領（平成１８年７月）」（以下「実施要領」という。）に沿って、中期的展開方針に

おける「目指す姿」の実現に向けて、先行実施地域としての事業を展開してきてい

るところである。

資料１ アイヌの伝統的生活空間の再生事業に関する基本的考え方

アイヌの伝統的生活空間の再生に関する基本構想（抜粋）

３ アイヌの伝統的生活空間の再生に関する基本的考え方（６ページ）

（１）基本的な機能

アイヌの伝統的生活空間の再生は、自然と共生していたアイヌの人々の伝統的な

生活の場（イオル）をイメージし、個別の伝承活動に必要な自然素材の供給を可能

とする自然を基本とする空間を形成するもの。
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３ 先行実施地域の実施状況の検証と評価

（１）検討の考え方

実施要領においては、財団は、効果的な施策の展開を図る観点から、事業年度

毎に、イオル再生事業の実施状況について検証を行うとともに、事業期間を通じ

地域における事業の実施状況等を勘案して評価を行い、施策推進会議に報告する

こととされている。（資料２参照）

このようなことから、白老地域及び平取地域における実施状況について、以下

の視点により検証と評価を行った。

① 検証（短期的）：当該年度の事業実施計画に定める推進体制、各事業の成果

（結果）及び実施方法等について、事業の課題等を整理

し、事業目的の達成の適否等の検証を行い、改善を要す

るものについては、その方策を策定。

② 評価（長期的）：実施要領に定める基本的事項のうち評価が必要な空間の形

成及び運営管理、自然素材の育成、空間において実施さ

れる活動、必要な措置などについて、短期的検証結果を

踏まえ、実施要領に定める将来的な目指す姿を指標とし

た評価を行う。

資料２ 検証・評価と次期展開方針の策定について

アイヌの伝統的生活空間の再生事業の中期的展開方針に関する報告書（抜粋）

５ 事業の検証と評価（２１ページ）

本展開方針の事業の最終年度である平成22年度中に、ネットワークの形成も含め

た事業の検証及び評価を行い、アイヌの人々の意向を尊重しつつ、次期イオル再生

候補地の特性などを踏まえ、平成23年度以降の本格実施に向けての検討を行い次

期展開方針を策定する。
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（２）検証結果

白老地域においては「教育（学習）型イオル」を目指して、自然素材の育成や

試験栽培、体験交流などの各種の取り組みが行われており、将来のアイヌ文化の

伝承に必要な自然素材の確保策として有効な手立てとなっているほか、アイヌ文

化の理解の促進にも寄与しているところである。また、平取地域においては、「活

動型イオル」を目指して、コタンの形成におけるチセを作る技術の習得や自然素

材の植栽、育成などの実践的な活動を通じて伝承活動実践者の育成などが図られ

ていることにより、白老地域、平取地域ともに、概ね計画どおりの成果を得てい

るところ。

（３）評価

これまでの事業については、上記のとおり概ね計画どおりの成果を得ているが、

・自然素材の育成を行う場所の確保に関して、長期にわたる土地の使用（利用）

における手続き的な整理が必要であること

・地元関係者の理解や協力を得つつ、アイヌ文化の継承等に必要な樹木等の自

然素材を円滑に利活用できる条件整備をさらに進める必要があること

・アイヌの人々、行政等の関係者が国公有地や海面・内水面での自然素材の利

活用等に関して必要な調整を行う場を設置するなど対策が必要であること

・事業のより円滑・効果的な実施を図るためには、財団を中心とする仕組みの

中で、これまで以上に地域が主体的な役割を担うことが必要であり、実施要

領に規定されている事業運営管理事務局などの関係市町村やアイヌ文化伝承

活動実践者または団体等による事業の運営管理を担う組織の構築が必要であ

ること

などの課題が明らかになったところである。（資料３、資料４参照）

このため、この２地域での事業の実施から明らかになった課題については、今

後、解決策等の構築を図る必要があるほか、２地域以外においてアイヌの伝統的

生活空間の再生の新たな展開を行うことの検討において、当該地域の地域特性は

もとより、２地域での課題等を踏まえることが必要である。
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資料３ アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会報告書

アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会（抜粋）

３ 今後のアイヌ政策のあり方

（２）具体的政策

エ 土地・資源の利活用の促進（３７ページ）

アイヌの伝統的生活空間（イオル）の再生事業について、アイヌの人々や関係

者の意見等を踏まえつつ実施地域の拡充等を行うこと、また、同事業の実施地域

等において、アイヌの人々、行政等の関係者が国公有地や海面・内水面での自然

素材の利活用等に関して必要な調整の場を設置することにより、今日的な土地・

資源の利活用によるアイヌ文化の伝承等を段階的に実現していくことが必要であ

る。

資料４ これまでのアイヌの伝統的生活空間の再生事業の検証・評価総括表（別添）



- 6 -

4 検証結果を踏まえた今後の事業展開

（１）白老地域及び平取地域での事業の継続等

両地域は、アイヌの人々がその文化の保存、継承、発展を図るための中心的な

地域としての役割が期待されるものであり、また、両地域のイオル空間を通じ、

アイヌの伝統等に関する知識の一層の普及・啓発が図られることが期待されるた

め、両地域をイオル再生事業における、伝承活動の拠点地域とすることが適当で

ある。

白老地域においては、平成18年度からの自然素材の植栽等の事業展開に係る維

持管理的な事業の他、体験交流事業や伝承者の育成等において、豊富な河川や自

然休養林を活用した体験交流をはじめ、かってのコタンが海浜地に所在し、海を

主体とした生活を行っていたことにも重きをおき、その地域特性や地域の人材を

活かした「教育（学習）型イオル」としての事業を継続、拡充し実施することと

する。

平取地域においては、平成20年度からの事業展開に係る維持管理的な事業はも

とより、長期的な視点に立ったイオル型複層林の形成による自然素材の供給シス

テムの構築や、コタンでの実践的な体験活動など、アイヌ以外の人々への概括的

な普及・啓発にとどまらない、より専門的・高度な活動の拠点としての性質を担

う「活動型イオル」を目指して、アイヌ文化継承者（実践者及び伝統工芸技術の

伝承者）の育成を図るほか、ネットワークとしての他の地域への自然素材の供給

も視野に入れた事業を継続、拡充し実施することとする。

ただし、これらの２地域の取組を拡充するに当たっては、３（３）において示

したものをはじめとする諸課題があることから、引き続き、先行実施としての事

業により、継続とすることが適切である。

両地域における具体的な事業の実施は、財団が事業主体ではあるが、実施要領

に定めるところにより、地域主体の事業執行体制による取り組みを基本とし、財

団が全体の推進管理を行うこととする。

財団は、事業の推進管理に支障が生じた場合は、施策推進会議に諮って事業の

規模や実施体制を見直すこととする。

（２）連携促進その他の事業の継続実施
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ア 伝承者の育成

アイヌ文化の総合的な伝承者を育成する「伝承者育成事業」は、 平成20年度

から３年間を受講期間として、アイヌ民族博物館等での実習や講習等において、

アイヌ文化の総合的な伝承に資する知識や技術の習得に取り組んだところであ

る。

平成20年度から実施した事業の検証・評価結果を踏まえ、アイヌ文化の伝承

者の育成を図る上で有効な方策であるこの「伝承者育成事業」に関し、より伝

承者としての実践力を培うため、カリキュラムについて、専門性に特化した実

習や模擬授業を増やすなどの点で改善を図り、平成２３年度から新たな取り組

みを行うものとする。

なお、受講者の募集方法や講座設定等については、これまでの取り組みの評

価・検証を踏まえ、募集案内の工夫や動植物に関する知識の習得をカリキュラ

ムの大きな柱の一つとするなどの改善を行うものとする。

イ ネットワーク事業

情報発信や情報交換、ライブラリーの構築、自然素材の融通等の連携のため

の事業については、平成23年度以降も引き続き、実施するものとする。

また、持続可能性のある事業運営を確保する観点からも、各地域のメリハリ

の確保、連携の強化に寄与する仕組みを維持することが必要であると考えられ

る。

（３）新たな地域での事業の着手

これまでは、いずれもアイヌ文化の伝承活動等の拠点となることが期待される

地域において先行的に事業が実施されてきたところであるが、これらの地域以外

でアイヌの伝統的な生活空間を再生させる取組を新たに開始する計画や構想を持

っている地域においては、上記３の検証及び評価を踏まえ、これまで着手した２

地域に、一定の成果が認められることから、主に以下についての慎重かつ厳格な

検討を行った結果、新たな事業展開の地域として適すると判断された場合には、

平成２４年度以降において、新たな地域において、事業に着手するものとする。

・地域のアイヌの人々の自主性と主体性が発揮され、かつ、行政との連携が図
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られているなど、地域での事業実施体制が整っていること

・地域の植生やアイヌ文化を特色づける十分な地域特性を有すること（資料５

参照）

・当該地域の地域特性を踏まえた具体的な事業計画、事業内容が明らかになっ

ていること

・具体的な事業の検討等に若い人を含め幅広いアイヌの人々の参画があること

・拠点地域である白老・平取とのネットワークの構築により、相互に補完し合

い、相乗的な効果を発揮することが見込まれること。

また、当該地域の植生状況など地域特性の把握や、具体的な事業展開計画の策

定にあたっては、必要に応じて、財団が地域を支援するものとし、地元における

事業展開計画の熟度、事業実施体制の状況や事業の持続可能性・実現可能性など

について、あらかじめ第三者の意見を聴取するものとする。（資料５参照）

資料５ アイヌの伝統的生活空間の再生に関する実施要領に定める地域設定にあたって

の検討事項

アイヌの伝統的生活空間の再生に関する実施要領（抜粋）

２．地域におけるアイヌの伝統的生活空間の再生に関する基本的事項（５～６ページ）

(２)地域の設定

アイヌの伝統的生活空間の再生を進めることとされる地域の設定については、ア

イヌ文化振興等施策推進会議が、先行実施地域における実施状況等も踏まえ、学識

経験者、アイヌ文化伝承活動実践者等の意見を聴き、定めるものとする。

なお、地域の設定に当たっては、それぞれの地域の事情を踏まえ、アイヌの人々

の自主性が尊重され、その意向が反映されたものとなるよう配慮する。

（略）

なお、地域の設定に当たっては、それぞれの空間がネットワークを形成し、それ

らの空間以外の地域も合わせて、全体として効果的に機能を発揮できるよう、自然

素材の種類等や地域の特性などに応じて、機能の分担や連携を図る。
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５ 事業の推進体制

財団は、それぞれの地域の意向を踏まえて事業の適切な推進管理に努めるものと

する。

また、各事業実施地域においては、アイヌの人々を中心に、行政機関等の関係機

関（団体）からなる事業の運営組織や、自然素材の利活用等に関して必要な調整等

を行う場を設置するなど、主体的に事業の推進を図るものとする。

６ 事業展開

（１）事業期間及び事業実施スケジュール

この「アイヌの伝統的生活空間の再生事業の新たな中期的展開方針の報告書」（以

下「新たな中期的展開方針」という）による事業期間は、基本的に、平成27年度

を目標年次とし、各地域の機能分担を確立しながら、目指す姿等の実現に向けた

取り組みを行うものとする。

なお、具体的な取り組み内容等については、毎年度、検討会議における検討を

経て、諮問委員会（施策推進会議の諮問機関として有識者とアイヌ文化伝承者で

構成され、平成１８年５月に設置）及び施策推進会議において、各年度の事業実

施計画として定められるものである。（資料６参照）

資料６ 白老地域と平取地域の目指す姿と具体的取組み（別添）

（２）中期的展開方針の見直し、修正

上記（１）の事業期間内であっても、必要がある場合は、随時、この新たな中

期的展開方針を見直し、修正を行うものとする。

特に、アイヌ政策推進会議（懇談会報告書を受け、アイヌの人々の意見等を踏

まえつつ総合的かつ効果的なアイヌ政策を推進するため、平成２１年１２月に設

置。座長は内閣官房長官）の作業部会において「民族共生の象徴となる空間」に

関する報告書の取りまとめがなされ、公表されたこと等を受け、双方の位置付け

などを踏まえて、この新たな展開方針についての必要な見直しを行う。

７ イオル再生事業実施を希望する地域に対する対応についての考え方
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（１）情報の提供

事業期間において、事業実施地域の事業の実施状況について、他の地域に対し

積極的に情報提供を行うとともに、地域事情の把握や、イオル再生事業の共通認

識の形成に努めるものとする。

（２）自然素材の供給

他の地域において所要の自然素材に不足が生じた場合、当該事業実施地域の事

業に支障を来さない範囲で、供給要請への対応に努めるものとする。特に、平取

地域においては、この役割が期待されるものである。

（３）他地域からの事業への参画

事業実施に際し、他地域のノウハウの活用や、人材の協力を求めることが事業

実施にあたって効果的・効率的な場合は、積極的に参画を求めることとする。

８ 事業の検証と評価等

この新たな中期的展開方針の事業の最終年次である平成27年度中に、事業全体の

検証及び評価を行い、この検証・評価を踏まえて、次期展開方針の作成を行うもの

とする。



資料４ これまでのアイヌの伝統的生活空間の再生事業の検証・評価総括表

事 業 項 目 実 施 結 果 評 価 今 後 の 課 題

・ネットワーク会議を開催し、地域の連携と情報 ・自然素材の提供方策について、また、今後、新た ・新たに着手する地域の特性の分析、役割分担、
交換を図るとともに、自然素材の提供方策や新 に着手する地域においての地域の特性の分析、役 連携方策の検討整理を進める必要がある。

ネットワーク たに着手する地域の地域特性、機能分担などに 割分担の検討整理が進んでいない。
ついて検討。

連

携 ・Ｈ１９に白老地域、Ｈ２０に平取地域において、・著作権などの整理が必要(引用した際の出展元の ・著作権等の整理とライブラリーの効率的・効果
アイヌの伝統・文化ライブラリーの基礎調査な 明示、著作者の了解を得ること等) 的な運用について検討が必要である。

促 ライブラリー どを行う。 ・ライブラリーの充実を図る必要がある。
・Ｈ２１～平取地域においてアイヌ語地名、遺跡、

進 伝承地などの実態調査を実施。

・２０年度から、アイヌ民族博物館に委託し、熟 ・自然素材の採取・加工を実践させるとともに、民 ・受講終了後の活動の場の確保。
練された伝承者のもと、アイヌ文化に関する総 具・工芸品等を製作させることにより、その技術 ・新たに開始する場合には、より実践的な研修を

伝承者育成事業 合的・実践的知識や教養を身に付ける研修講座 を習得させることができた。 目指し、動植物に関する講義や模擬授業の充実
を実施。 ・また、アイヌ語学習にも重点をおき、日常会話習 を図ることが必要である。

（H20~22 年の３年間、受講生８名途中３名辞退） 得を眼目として文法、アクセントなどを習得させ ・受講者決定の段階で、本人の志望動機、研修目
た。 標など受講生の意向の把握が必要である。

・この結果、アイヌの無形・有形文化の知識や技術
への理解が高まった。

・財団が直接執行するものの他、業務の内容に応 ・自然素材の育成、試験栽培、コタンの再現などを ・町役場、アイヌ協会支部、アイヌ民族博物館、
じ関係団体に委託し、実施。 通して、将来に向かって白老地域のアイヌ文化を 白老モシリが連携した運営体制を強化する必要

推進体制 護り継ぐための教育(学習)型イオルの形成が図られ がある。
ている。

白
・チセ４棟の復元、修景植栽、園路等整備（H20 ・博物館の伝承専門員や学芸員により、チセの建築 ・チセの長期間維持するためには、日常的な維持
～ 22）。 技術、萱の採取方法等の伝承が図られた。 管理業務が重要である。

老 空間整備 ・復元したチセにおいて、伝統工芸貧の製作、体 ・チセが劣化した際の葺き替え用のカヤの確保策
験交流事業や伝承者育成事業の実習など活用が について検討しておく必要がある。
図られている。

地
・陣屋地区(５０㎡) ・ガマについては、ゴザ編み材料としては、細すぎ ・成育状況が悪い樹木については、専門家による

水生植物のガマ、フトイ、ミクリを移植(H18 ～ る物が多く、材料として利用できるまで２～３年 栽培指導を受けるなどの対策が必要(原因として
域 19)。栽培管理、収穫 要する。 は、土壌環境などが考えられる)。）

・ポロト自然休養林地区(２ ha) ・ポロト自然休養林では、全体として７０%の活着
植 栽 オヒョウ等の樹木を移植(H18 10 種 1,500 本)、栽 状況であり、一部を除き、概ね良好である。

培管理、下草刈り、鹿害対策 ・ツル系の樹木の活着状況にバラツキがあり、原因
・ポロト地区(１.２ ha) としては、湿地帯であることが考えられる。

樹木 12 種 320 本、ツル系 7 種 110 本、野草 3 種 ・薬草類は成育が悪く、原因としては、土壌成分な
300 株を移植(H18)、解説板設置、木道整備。 どが影響しているものと考えられる。
栽培管理、除草、木道補修



事業項目 実 施 結 果 評 価 今 後 の 課 題

・森野地区(1ha) ・森野地区では、穀物は土壌改良の結果、収穫が増 ・本格栽培に向け、試験栽培での課題や、栽培に
①穀物(アワ、ヒエ、キビ)の栽培 えている。 適さない品種や難しい品種の扱いについての検
②苗木の植栽(H18:15 種,520 本 H19:500 本) ・樹木の活着状況はホウノキ、キタコブシを除き良 討が必要である。
③薬用有用植物の栽培(H19：18 種.515 株移植) 好。 (中長期)

白 試験栽培 栽培管理、除草、穀物収穫 ・鹿による食害対策が必要なことなどの課題もあ ・自然素材育成の循環の仕組み（伐採した跡地に、
・ヨコスト地区(300 ㎡) る。 栽培している樹木を移植し、育成、伐採(利用)、

海浜植物であるハマボウフウ、ハマナス、ハマ ・種子から栽培したハマボウフウについては、順調 跡地に植樹を繰り返す)づくりが必要である。
老 ヒルガオの苗を移植(H18 ～) に生育しているが、親苗を増殖する必要があるた ・ハマボウフウについては、自生できる植生環境

ハマボウフウは、H19 から種子からの栽培に切 め、継続して栽培管理していくことが必要である。 の保全が必要である。
り替える。

地
アイヌ民族の文化を体験する事業を実施 ・体験交流事業に参加した子どもたちに、アイヌの ・教育型イオルとして、体験交流事業が担う役割
・海のｲｵﾙ体験交流(小中学生) 生活・文化について、さらに理解が深まるよう当 は大きく、多くの子どもたちに、アイヌの生活

域 ・ｱｲﾇ文化体験・体感交流(学校教師対象) 時の生活実態をより再現した内容に留意して、野 ・文化を理解させていくために、目標・ねらい
体験交流 ・ｱｲﾇ民族の漁文化との関わり方(小中学生) 外でのさらなる活動やチセでの工芸品製作といっ を分かりやすく説明した上で実施していくこと

・川のｲｵﾙ体験交流(小中学生) た事業展開を図ることが必要と考える。 が必要である。
・山のｲｵﾙ体験交流(小中学生)
・ミニ体験学習(小中学生)

・地元での事業の管理及び執行を平取町に委託 ・空間の整備（コタンの再現）、自然素材の試験栽 ・町のアイヌ文化推進協議会に、学識者も参画し、
し、これらの予算執行及び職員採用等は財団本 培等を通じて将来に向かって平取地域のアイヌ文 地元の関係団体との協議により事業の推進を図

推進体制 部が対応。 化を語り継ぐための「活動型イオル」が形成され ることが必要である。
ている。 ・地元における事業執行の実務を担う組織体制を

早期に確立する必要がある。
平

・チセの復元４棟.プ .バッタリ.修景.歩道整備(H20 ・平取地域のイオルの核となるコタンの形成が促進 ・復元したチセのさらなる活用と維持管理につい
～ 22) されている。 て検討が必要である。

空間整備 ・チセにおいて、トマ編み体験、伝統工芸品の製 ・チセの復元等をとおして、復元技術や伝承が図ら ・アイヌ文化（伝統工芸技術など）を継承してい
取 作を公開 れている。 くため、空間を活用した人材育成に取組む必要

がある。

・二風谷地区(1,500 ㎡) ・苗木の活着率は約７２％で、概ね順調である。 ・イオルの森(移植先)での食害対策についても効
地 植 栽 オヒョウの幼苗植栽(H20 ～ 1,516 本) 率的・効果的な対策が必要である。

有用薬用植物を植栽(H21 ～ｷﾄﾋﾞﾛ 609 株)

・イオルの森 現況調査の実施,選木調査 ・二風谷地区の穀物類は順調に成育している。 ・試験栽培を継続し、生産技術を確立することが
域 ・二風谷地区(3,872 ㎡) ・本町地区は、ガマ、ヨシなど株を移植している。 重要である。

試験栽培 ヒエ.アワ.キビ等の穀物の試験栽培(H21 ～) 根付くまで継続した観察が必要。 ・全道的な自然素材の提供を果たすとの位置づけ
・本町地区(水辺空間：10ha） ・計画的な生産を行うことが重要である。 がなされていることから、道内の伝承活動実践

ガマ.ヨシ.穀物の試験栽培(H21 ～) 者への素材の提供体系の検討が必要である。

・コタン、イオルの森等を活用し、体験交流事業 ・２１年度から出来る事業から開始し、地元関係団 ・参加対象を近隣市町村に拡大するなどの展開が
を実施(H21 ～) 体の協力が得られ、アイヌ文化の理解促進が図ら 必要。

体験交流 山菜採取体験 れている。 ・当面、使用する材料のオヒョウ、シナ材などの
トマ編み体験 ・参加者の関心が高く、文化振興のための効果が表 確保対策が必要である。
穀物の収穫体験 れている。
イナウ製作体験など



資料６ 白老地域と平取地域の目指す姿と具体的取組み

項 目 白 老 地 域 平 取 地 域

目 指 す 姿 ・教育型イオル ・活動型イオル
・自然空間において地域のアイヌの人々が中心と ・既存の自然空間を活用し、地域のアイヌの人々
なった継続的な活動の実施 が中心となった継続的な活動の実施

・ポロト湖畔周辺空間において博物館と連携を図 ・自然素材の持続的な採取等を可能とするイオル
り、伝承活動や体験交流事業の継続的な実施。 型複層林の確立

・植栽物とともに、将来に向かってアイヌ文化を ・イオルの森等と拠点になるコタンで伝承活動の
護り継ぐ人材の育成 実践、研究と交流活動の継続的な実施

・植栽物とともに、アイヌ文化を護り継ぐ人材の
育成

空 間 形 成 ・アイヌ文化を伝承・体験できる教育空間 ・生活に密着した広範で実用的、速効的な活動空
間

空 間 の 設 定 ・ポロト湖畔を中心に植栽地区３ヶ所、自然素材 ・「自然」、「採集」、「事象等保存」、「生活再現」、「施
栽培地区２ヶ所の継続的な活用 設」の５つのエリア機能を持つ、イオルの森、

水辺空間、コタン空間等の継続的な活用と充実

植 栽 ・採取等の活動空間の維持管理 ・伝承活動に必要な自然素材の植栽と管理
・伝承活動に必要な自然素材の植栽と管理 ・有用植物確保のための植栽と人工的保育管理
・樹木の保育管理を通じた文化の保存・伝承 ・苗畑の維持管理
・アイヌ文化を理解する標本林の保育管理 ・イオル型複層林の育成と保育管理
・水性植物の適正量確保に向けた地区拡充の検討

試 験 栽 培 ・自然素材の安定的な確保に向けた栽培方法の確 ・有用植物確保のための試験栽培
立 ・イオル型複層林形成に向けた試験研究と技術の

・栽培した苗を活用した採取と植栽の循環に向け 確立
た取り組み

拠 点 空 間 ・コタン復元ゾーンにおける機能の充実 ・活動の拠点となるコタンの充実
・復元チセ等の機能保全、活用の充実 ・復元チセ等の適切な維持管理

調 査 研 究 ・沙流川流域イオル空間内のアイヌ語地名の調査
・地名の保全と再生、伝承活動への展開の検討

空 間 活 用 ・ポロト湖畔をはじめとした海・山・川における ・イオルの森等とコタンにおける文化活動の実
自然素材を活用した伝承活動や体験交流事業 践、研究と体験交流活動の実施

伝 承 活 動 ・伝承活動の理解・普及に向けた情報提供の充実 ・チセの復元や生活民具の複製を通じた伝承活動
・空間とライブラリーを活用した実践的伝承活動 ・情報提供等による地域の自主的活動の支援
・後継伝承者の育成 ・伝承活動の体系的な整理
・自然空間の再生に関連する儀式・儀礼の伝承 ・ライブラリーを活用した実践的伝承活動

・後継伝承者の育成
・自然空間の再生に関連する儀式・儀礼の伝承

体験交流活動 ・アイヌの人々が中心となった実施体制を継続す ・実践的な伝承活動を通じた体験交流事業の継続
るための体験指導者の育成・充実 実施

・体験交流プログラムの充実と参加対象範囲の広 ・アイヌの人々の持つ独特な精神文化等に触れる
がりに向けた取組み ツーリズムの実施

・アイヌ文化教育の拡充を図るための教育プログ
ラムの実施

空間の管理運営 ・アイヌの人々が中心の管理運営体制の構築と人 ・アイヌの人々が中心の管理運営体制の構築と人
材の育成 材の育成

伝承者の育成 ・アイヌ民族・文化に関する総合的な知識・技術を身に付けた伝承者の育成

ネットワーク事業 ・情報発信・交換、自然素材の融通など
・事業実施地域外への情報提供

そ の 他 ・イオル事業の充実を図るための各種取り組みの実施

規 制 緩 和 等 ・規制緩和等に関する調整

財団事業の活用 ・アイヌ文化フェスティバル、アイヌ語上級講座・親と子講座等の活用など財団の既存事業の活用
・既存事業の見直しによるイオル事業との連携強化
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